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を， 2近傍の局所規則と 3近傍の局所規則を合成して 4近傍の局所規則を， 3近傍の局所規


















































いて，局所規則 Sの働きは次のようなものである．様相 cの遷移後のサイト gE Gにおけ
る状態c'(g)は，その周辺の状態パターンを群作用で単位元eの周辺Vに移したものが£に
帰属するか否かによって決定する．明示的には
c i--+ c'= {g E G I g―1cnVE-C} 
となる．このような遷移関数は
変換T:CC→ぢで，群Gの作用と可換なもの：
T(ac) = a(T(c)), (a E G, c E C) 






(f V g)(x) := f(x) V g(x) (x EX) 
(f/¥g)(x) := f(x)/¥g(x) (xEX) 
(,f)(x) := ,(f(x)) (x EX) 
と定める．このとき
fさg⇔ f(x)さg(x) (¥Ix EX) 
が成リ立つ.B = 2の場合は集合束としての構造と一致し， V,/¥,,およびこはそれぞれ，
和集合，共通部分，補集合をとる演算および包含関係となる．
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G上の遷移関数の全体たはブール代数 [2G→ 2勺＝（炉）(2G)の部分代数をなす．また V
に台を持つ局所規則の全体.Cv= [2v→ 2]には2閏）としてのブール代数の構造を考える．
これらはすべて完備である．
また， V<;;;W<;;;Gに対しては2V<; 邪であるから， .Cvは.Cwの部分束となる．ただ
し，補をとる演算はいずれの代数におけるものであるかに依存するので，台を明示する必要
があるときには呵のように表すものとする．
これより Gの部分集合の増大列J={¼}たz (i : j⇒kこり）が与えられればG上の
局所規則全体.Ccにフィルター付けが定まる：





T,e(c) = {g E GI g―1 c n V E£} (c E'-(}) 
で定める.T,eがGの作用と可換であることは容易に確かめられる．
遷移関数から局所規則への逆の対応を考えるため，局所規則の台に相当する概念として，
遷移関数の局所性領域の概念を導入する.T:C(? →杉を遷移関数， VこG,gE Gとする．
任意の様相c,c'E'-(/について
cnV=c'nV⇒ g E T(c)¢=⇒ g E T(c') 
が成り立つとき Tはサイト gにおいて V上局所的であるといい， VをTのgにおける局所





均={c E 2V I e E T(c)} 
によって定める.TがGの作用と可換であることから，任意の gに対して
均={g―1c E'-(/ I cE 29v,g E T(c)} 
が成り立っ．





氏={g E GI g―1cn VE均｝
{g E GI e E T(g―1cnV)} 
Tはeにおいて V上局所的だから
{g E GI e E T(g―le)} 
さらに TはGの作用と可換であるから
















したがってまたGの部分集合の増大列芯={¼hEZ によって得られる £c のフィルター付
け(1)と同様にしてたのフィルタ付け





VRw = { vw E G I V EV, w E W} 
で定める．これはアーベル群における Minkovskii和①の非可換版である．次に£E.Cv,9JtE
.Cwの局所合成を
£◇郊={c E 2VRW I u;-1岡） E£} 
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と定義する．ここで叩：V→2W /ま， CE2VRWに対し，
叩 (v)= V―1cnW 








Proof. 最初に T£oTs_郊 E/1鐸 wを示す.Gの作用と可換であることは明らかであるから e
において Vi81W上局所的であることを示せばよい．任意の様相cに対してな(c)と叩の定
義から
T叫c)n V = {vEV I叩 (v)E朗｝
であることに注意する．そこで， 2つの様相c,dがCn (V@ W) = c'n (V@ W)を満たすと
する．この場合，任意の VEV に対し vW~V@W だから，特に cnvW = c'n cW, す
なわち四(v)=四(v)が成立する．よって先の注意により
T叫c)nv =和(c')n V 
を得る．一方




e ET, 瓜伍(c) ⇔ T,e(T._叫c')
となる．よって T,eo Ti_飢は eにおいて V@W上局所的である．







{c E 2鯰 wI e E (T,e(T._叫c)))}
{c E 2⑬ w I 1叫c)n VE£} 
{c E 2VRW I {v EV I叩 (v)E洲}E£} 






v; ⑭ v;~ 見 j (5) 
を満たすものとする．このとき， -£aのフィルター付け (1),/のフィルター付けはそれぞれ
を満たす．
.Cv; ◇ .Cvj~.Cv; 十3



















V. ~{~-i, , 0, ,i)i:: 塁






v.~to, ,i-1,i) ::: 冒
ただし， N-周期系でN:::i の場合は ¼=G とするこのときも列J={¼いま増大列で向
を統合で満たす．




((xo, ・・ ，叩） E£) 
((xo, ・ ・ ,叫） rf-£) 
T,e:(en)→ (c~),c~=£(en,···,Cn+1) 
となる．ただし， N-周期のときは添え字はNを法として考える．
今，局所規則£E.Cv;, 飢 E.Cぃの合成£◇皿E.Cv; 十3は
(£ ◇ 洲）(xo, ・ ・ , Xi+J) =£(皿(xo,.. , 巧），..., 洲(xi,・.., 叫+j))
と簡単に記述できる．
4.2 2近傍同土の合成
3近傍の局所規則を £E.CVi,2近傍の局所規則を洲， S)1E .CViとしたとき，





91¥叩 ゜1 2 3 4 5 6 7 8 
， 10 11 12 13 14 15 
゜゜255 ゜255 ゜255 ゜255 ゜255 ゜255 ゜255 ゜255 1 ゜236 16 252 2 238 18 254 1 237 17 253 3 239 19 255 2 ゜209 34 243 12 221 46 255 ゜209 34 243 12 221 46 255 3 ゜192 48 240 12 204 60 252 3 195 51 243 15 207 63 255 4 ゜139 68 207 48 187 116 255 ゜139 68 207 48 187 116 255 5 ゜136 68 204 34 170 102 238 17 153 85 221 51 187 119 255 6 ゜129 66 195 24 153 90 219 36 165 102 231 60 189 126 255 7 ゜128 64 192 8 136 72 200 55 183 119 247 63 191 127 255 8 ゜55 8 63 64 119 72 127 128 183 136 191 192 247 200 255 ， ゜36 24 60 66 102 90 126 129 165 153 189 195 231 219 255 10 ゜17 34 51 68 85 102 119 136 153 170 187 204 221 238 255 11 ゜゜ 48 48 68 68 116 116 139 139 187 187 207 207 255 255 12 ゜3 12 15 48 51 60 63 192 195 204 207 240 243 252 255 13 ゜゜ 12 12 34 34 46 46 209 209 221 221 243 243 255 255 14 ゜1 2 3 16 17 18 19 236 237 238 239 252 253 254 255 15 ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ 255 255 255 255 255 255 255 
4.3 2近傍と 3近傍の合成
局所規則の合成は非可換であるため 2近傍の局所規則と 3近傍の局所規則の合成は， 2近
傍の局所規則を silE£Vi,3近傍の局所規則を 1.8E£v2, 4近傍の局所規則を<!:E£vaとし
たとき，
t(xo, xi, x2, 四）























本研究では2近傍の局所規則同士の合成から 3近傍の局所規則を， 2近傍の局所規則と 3
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